
HIV感染者・AIDS患者の発生動向

・平成19年、東京都に新たに報告されたHIV感染者とAIDS患者数は、515件となり、過去最多となった。

・全国の報告数に占める東京都の割合は、HIV感染者で約40%、AIDS患者は約25%であった。

・年齢別のHIV感染者数をみると、20、30歳代で多く、AIDS患者報告数は、30歳代以上に多い。

・推定感染地域をみると、国内が多く、増加している。

検査・相談・療養体制
・平成19年、東京都のエイズ電話相談件数は都・区・八王子市保健所、エイズ電話相談全てで増加した。

・電話相談は、男性に多く、年齢では20歳代と30歳代が多い。

・電話相談内容では、感染不安や感染経路に関するものが多い。

・都内の保健所のHIV検査件数は、近年、増加傾向している。

・国籍別、性別のHIV感染者とAIDS患者報告数をみると、日本国籍男性が増加しており全体の約90%を占めている。

・推定感染経路別のHIV感染者とAIDS患者報告数をみると、性的接触が約90%を占め、同性間性的接触による感染が
　増加している。

・年齢別の推定感染経路をみると、20歳未満と20～40歳代は同性間性的接触による感染が多く、約70％以上を占め
　ている。

・ニューモシスチス肺炎（カリニ肺炎）の発症を契機とするAIDS患者報告が多く、AIDS患者報告数の半数以上を占
　めている。

・平成19年、東京都南新宿検査・相談室及び都保健所のHIV検査における陽性率は前年度と同程度であった。

・免疫機能障害による障害者手帳の交付数は増加し、HIV感染者とAIDS患者の累積報告数の半数以上を占めている。

・梅毒の陽性(STS)率は、男性で高く、クラミジアは、女性で高い。特にクラミジア(IgG)は30%前後であった。
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　本「AIDS News Letter No.120（資料編）」は、「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する
法律」に基づいて、東京都に平成19年に法定報告されたHIV感染者とAIDS患者の統計及び区・都の保健所等
における相談・検査業務の実績をまとめ、分析したものである。
　なお、HIV感染者・AIDS患者の報告数、相談件数、検査件数については、過去のデータを見直し、更新さ
れている。
　図表中では、平成をH、平成元年をH1、東京都南新宿検査・相談室を南新宿と記載した。平成19年度4月よ
り八王子保健所は八王子市保健所となったが、経年比較をするため従来の都保健所に含めて計上している。
また、特別区保健所、八王子市保健所と東京都保健所を合わせて、都内の保健所と表現した。
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1．HIV感染者及びAIDS患者の発生動向
[ HIV感染者とAIDS患者の集計（HIV＋AIDS）]

1-1
東京都と全国
の報告数年次
推移

1-2
東京都の推定
感染経路別報
告数年次推移

　東京都、東京都以外とも報告件数が増加した。全国でみると、4年連続で1,000件を超え、平成19年
は過去最多となった。

　同性間性的接触による報告数は、年々増加しており、平成19年は過去最多となった。異性間性的接
触も、昨年より増加したが、この数年は横ばい傾向となっている。

1-3
東京都の推定
感染地別報告
数年次推移

　国内による推定感染地報告が、年々増加している。海外も昨年より増加したが、この数年は横ばい
傾向となっている。
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全国 101 97 238 493 363 434 446 610 647 653 831 791 953 922 976 1165 1199 1358 1500

東京都以外 43 46 181 365 244 310 303 401 432 438 516 483 577 554 617 754 782 905 985
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[ HIV感染者及びAIDS患者の集計（HIV/AIDS）]

1-4
東京都の国籍
別・性別報告
数年次推移

　日本国籍男性の報告数が、年々増加しているが、それ以外では、横ばい傾向となっている。

　平成19年、全国において、HIV感染者報告数は過去最多となった。AIDS患者報告数は横ばい～やや
増加傾向となっている。

1-5
東京都のHIV感
染者とAIDS患
者の報告数年
次推移

　平成19年、東京都において、HIV感染者報告数は過去最多、AIDS患者報告数は過去8年で最も低い報
告数となった。

1-6
全国のHIV感染
者とAIDS患者
報告数年次推
移
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合計 101 97 238 493 363 434 446 610 647 653 831 791 953 922 976 1165 1199 1358 1500
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[ HIV感染者の集計（HIV）]

　日本国籍男性の報告数が、年々増加している。また、近年、外国籍男性の報告数も、やや増加して
いる。

　東京都のHIV感染者報告数は、近年、全国の約4割で推移している。

1-7
東京都以外の
HIV感染者と
AIDS患者報告
数年次推移

1-8
全国に占める
東京都のHIV感
染者報告数割
合年次推移

1-9
東京都のHIV感
染者の国籍
別・性別報告
数年次推移

　平成19年、東京都以外の道府県において、HIV感染者、AIDS患者報告数ともに過去最多となった。
特にHIV感染者の報告数が増加した。

0

50

100

150

200

250

300

350

400

報
告
件
数

(

件

)

日本・男性 21 16 22 39 45 40 60 89 106 106 186 167 222 238 225 259 287 311 373

日本・女性 7 6 3 3 5 4 5 14 8 9 9 13 14 12 9 18 10 10 16

外国・男性 18 6 9 16 18 12 15 23 14 25 15 25 27 22 18 22 21 27 27

外国・女性 2 6 7 50 27 14 15 13 15 13 17 9 11 3 10 9 4 6 7

合計 48 34 41 108 95 70 95 139 143 153 227 214 274 275 262 308 322 354 423

H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19

東京都 東京都以外

0

200

400

600

800

1000

(

報
告
件
数

)

合計 43 46 181 365 244 310 303 401 432 438 516 483 577 554 617 754 782 905 985

HIV感染者 32 32 159 334 182 228 182 237 254 269 303 248 347 339 378 472 510 598 659

AIDS患者 11 14 22 31 62 82 121 164 178 169 213 235 230 215 239 282 272 307 326

H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19



　同性間性的接触による報告数が増加しているが、異性間性的接触の報告数はこの数年は横ばい傾向
となっている。

　HIV感染者報告数の増加が多い日本国籍男性でみると、特に平成11年から同性間性的接触による感染
が増加している。一方、異性間性的接触による感染はこの数年は横ばい傾向となっているが、平成19
年は過去最多となった。

　20歳未満と20～40歳代は、同性間性的接触による感染が多く、約70％以上を占めている。

1-10
東京都のHIV感
染者の推定感
染経路別報告
数年次推移

1-11
東京都の日本
国籍男性にお
けるHIV感染者
の推定感染経
路別報告数年
次推移

1-12
東京都のHIV感
染者の年齢
別・推定感染
経路別報告数
(平成19年)
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[ AIDS患者の集計（AIDS）]

　平成19年は、特に20歳代～40歳代で報告件数が増加した。20歳未満ではやや減少した。

　東京都のAIDS患者報告数は全国の約4分の1で推移しており、全国に対する割合はこの数年減少傾
向となっている。

　日本国籍男性で平成7年以降、報告数が増加傾向である。日本国籍女性や外国国籍では、大きな変
化はない。
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東京都のHIV感
染者の年齢別
報告数年次推
移
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全国に占める
東京都のAIDS
患者報告数割
合年次推移

1-15
東京都のAIDS
患者の国籍
別・性別報告
数年次推移
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　平成13年以降、同性間性的接触による報告数が、異性間性的接触によるものを上回っている。

　報告数の多い日本国籍男性でみると、平成12年以降、常に同性間性的接触による感染報告が異性
間性的接触によるものを上回るようになっている。

　すべての年代において、同性間性的接触よりも異性間性的接触の割合が同等もしくは大きくなって
いる。
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東京都のAIDS
患者の年齢
別・推定感染
経路別報告数
(平成19年)
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　平成19年は、30歳代の報告件数が増加し、それ以外の年代の報告件数が減少した。

　約半数が、ニューモシスチス肺炎（カリニ肺炎）によりAIDSが診断されている。次いで、カンジダ
症、活動性結核、サイトメガロウイルス感染症、カボジ肉腫の順で診断されている。

1-19
東京都のAIDS
患者の年齢別
報告数年次推
移

1-20
東京都のAIDS
指標疾患
(平成19年)
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2．相談・検査・療養体制
[相談]
2-1
東京都のエイ
ズ電話相談件
数年次推移

2-2
「東京都エイ
ズ電話相談」
における相談
者の性別
(平成19年)

2-3
「東京都エイ
ズ電話相談」
における相談
者の年齢
(平成19年)

相
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数

(

件

）
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東京都エイズ
電話相談

1691 15392 15107 16212 16648 15270 15963 19194 19441 19108 17068 18408

区保健所 2294 24582 6126 5895 5617 5103 4980 5373 6061 7012 7009 8389

多摩・島しょ
地域保健所

540 5704 1402 1431 1535 1857 1946 1700 1467 1850 2448 3153

都立病院 3190 5618 829 741 690 588 347 299 218 62 45 42

合計 7715 51296 23464 24279 24490 22818 23236 26566 27187 28032 26570 29992

H1 H5 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19

　エイズ電話相談は、エイズが大きな社会問題となった平成4年に一時的に急増した後、減少し、平成
10年ごろより横ばいであった。この数年増加傾向である。
　なお、「東京都エイズ電話相談」は平成10年度以前はエイズ対策係で実施していた電話相談の件数
をふくむ。
　平成19年度4月より八王子保健所は八王子市保健所となったが、経年比較をするために、従来の都
保健所に含めて計上している。

男性
74.6%

女性
25.3%

不明
0.1%

　性別については、電話相談員が判断しており、4分の3が男性であった。
　年齢別に見ると20歳代・30歳代の相談が多く3分の2を占める。

20歳未満
2.6%

20歳代
35.7%

30歳代
30.3%

40歳代
7.3%

50歳以上
5.1%

不明
19.0%



[検査]

　東京都エイズ電話相談の相談内容は、感染不安が約8割と最も多く、次に感染経路で約6割であっ
た。相談内容が多岐にわたり、重複する場合もある。

2-4
「東京都エイ
ズ電話相談」
の相談内容
(平成19年)

＊複数回答

2-5
東京都のHIV検
査件数年次推
移
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区保健所 1504 19066 4021 3649 3884 6298 4679 5466 6415 7594 8710 10979

多摩地域保健所 427 4940 1502 1541 1548 3526 2445 2850 3327 3393 4222 6427

南新宿 0 2478 7814 8318 8459 7984 7368 9318 11326 11234 10525 11530

合計 1931 26484 13337 13508 13891 17808 14492 17634 21068 22221 23457 28936

H1 H5 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19

　都内の保健所（区、八王子市、都の保健所）の検査件数は、エイズが大きな社会問題となった平成4年に一時
的に急増した後、減少した。平成10年ごろより横ばいであったが、平成15年以降増加している。平成19年は多摩
府中保健所での検査開始及び多摩地域検査相談所が毎週実施となったこと、さらに港区で委託検査が開始とな
り、その他の区部保健所でも検査数は全体的に増加し、平成15年と比較すると2倍以上になった。
　南新宿検査・相談室の検査件数は平成10年ごろから横ばいであったが、土・日曜日の検査を開始した平成15
年より増加し、1万1000件前後で推移している。
　なお、平成13年5月～10月に都内の保健所ではHIV検査時に希望者にC型肝炎ウイルス抗体検査を無料匿名
で行ったため、平成13年の都内の保健所の検査件数は一時的に増加した。



[医療機関]

　平成19年、都内の保健所と南新宿検査・相談室の届出件数が増加し、あわせて全体の約4割を占め
ている。また、エイズ拠点病院以外の医療機関からも届出件数が増加している。

2-6
東京都のHIV検
査における陽
性件数・陽性
率年次推移

2-7
東京都のHIV感
染者報告の届
出別割合
（平成16年～
平成19年）

　平成19年は検査件数の増加により、陽性件数が増加した。陽性率は、前年と同程度であった。南新
宿検査・相談室の陽性件数は134件となり、陽性率は1.16％であった。
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陽
性
率

区保健所 0.00% 0.04% 0.25% 0.14% 0.08% 0.21% 0.51% 0.55% 0.44% 0.26% 0.33% 0.43%

多摩地域保健所 0.00% 0.02% 0.07% 0.06% 0.19% 0.11% 0.37% 0.11% 0.39% 0.21% 0.36% 0.31%

南新宿 0.00% 0.20% 0.54% 0.69% 0.63% 0.89% 1.11% 0.93% 1.13% 0.93% 1.15% 1.16%

区保健所 0 8 10 5 3 13 24 30 28 20 29 47

多摩地域保健所 0 1 1 1 3 4 9 3 13 7 15 20

南新宿  - 5 42 57 53 71 82 87 128 104 121 134

H1 H5 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19
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件
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[身体障害者手帳]

[性感染症]

検査数(STS) 検査数
(TPHA)

陽性数 陽性率
(STS/陽性数)

検査数 陽性数 陽性率

男 4,436 2,047 65 1.5% 1,618 0 0.0%
女 3,043 1,465 15 0.5% 2,055 10 0.5%
男 2,368 1,218 37 1.6% 1,476 5 0.3%
女 1,408 719 6 0.4% 839 4 0.5%
男 1,475 27 26 1.8% - - -
女 841 3 1 0.1% - - -

検査数 陽性数(IgA) 陽性率(IgA) 陽性数(IgG) 陽性率(IgG)

男 4,546 566 12.5% 773 17.0%
女 3,070 676 22.0% 938 30.6%
男 2,507 271 10.8% 445 17.8%
女 1,453 280 19.3% 423 29.1%
男 1,475 168 11.4% 257 17.4%
女 841 151 18.0% 259 30.8%

3.　世界及び全国のHIV感染者・AIDS患者数
○世界のHIV/AIDS流行状況　2007年末　現在 (UNAIDS/WHO) ○日本のHIV感染者、AIDS患者累計数　(厚生労働省)
HIV 感染者数(2007 年末現在) HIV感染者報告の累計数 9,643人
合計 3,320万人 (3,060-3,610 万人)
成人 3,080万人 (2,820-3,360 万人) AIDS患者報告の累計数 4,544人
女性 1,540万人 (1,390-1,660 万人)
子供(15 歳未満) 　250万人 　　(220-260 万人)
2007 年における新規HIV 感染者数
合計 　250万人 　　(180-410 万人)
成人 　210万人  　 (140-360 万人)
子供(15 歳未満)    42万人       (35-54 万人)
2007 年におけるAIDS による死亡者数
合計   210万人     (190-240 万人)
成人   170万人     (160-210 万人)
子供(15 歳未満)    33万人       (31-38 万人)
推計値の右の（ ）内の範囲に実際の数値が存在する。推計値・範囲は入手可能な最良のデータを基にして算出された。

梅毒 淋菌

区保健所

多摩地域
保健所

南新宿

南新宿

クラミジア

区保健所

多摩地域
保健所

2-8
東京都のHIV感
染者、AIDS患
者累積報告数
と身体障害者
手帳(免疫機能
障害)交付数年
次推移

2－9
東京都内の保
健所、東京都
南新宿検査・
相談室での性
感染症検査件
数と陽性件数
(平成19年)

　患者、感染者報告数の累積件数の増加とともに、身体障害者手帳(免疫機能障害)の交付数も増加し
ている。
＊数値は、各年末

　梅毒の陽性率は男性に高く、クラミジアは女性に高い。特にクラミジア（IgG）はどの検査会場でも、
女性の3割が陽性となった。
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手帳交付数(免疫機能障害) 377 592 795 1007 1236 1507 1836 2143 2494 2933

患者、感染者(累積) 1384 1699 2007 2383 2751 3110 3521 3921 4391 4906

H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19



発行：東京都福祉保健局健康安全部感染症対策課エイズ対策係
郵便番号163-8001     新宿区西新宿二丁目8番1号
電話 03-5320-4487  ﾌｧｸｼﾐﾘ03-5388-1432
 e-mail S0000312@section.metro.tokyo.jp

★ 東京都南新宿検査・相談室（無料･匿名･電話予約）
電話予約制 03-3377-0811
<予約受付時間>
月曜日から金曜日（祝日を除く）:午後3時30分から午後7時まで。
　土曜日・日曜日（祝日を除く）:午後1時から午後4時30分まで。
 ＊聴覚障害をお持ちの方のみ、ファクシミリでの予約申込みができます。
  ﾌｧｸｼﾐﾘ 03-3377-0821
<窓口受付時間>
月曜日から金曜日（祝日を除く）：午後3時30分から午後7時30分まで。
　土曜日・日曜日（祝日を除く）：午後1時から午後4時30分まで。

★ 電話相談　電話 03-3292-9090
　月曜日から金曜日：午前 9時から午後 9時まで。
土曜日･日曜日･祝日：午後 2時から午後 5時まで。

※エイズに関する相談・検査（匿名・無料）は各保健所へ
（一部、性感染症検査も同時に可能）


